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項目 新規採用者数

20％

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 オンライン会議実施率

現状（2025年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

【新規採用者数】
年間2名以上

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

100%　達成

在宅ワーク未達成→在宅ワークの環境がきちんと整えられ
てなかった。VPNを取り入れたので今後は増える予定
オンライン会議率→ZOOM等活用し達成

項目 ごみの分別とリサイクル割合

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

【若年者の県内雇用促進】
県内の高校、専門学校、大学へ求人募集を行い
若年者の県内就職を促す

現状（2025年） 更新時（3年後）

在宅ワーク実施率→1％
オンライン会議率→10%

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

1名

前期の指標に対する実績

2名

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値
および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認く
ださい。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

【LED照明使用率】
2022年 80％
2025年100％

前期の指標に対する実績

【CO2排出削減】
事務所の照明をLED照明に変更する

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

交換時期が来たものは順次LEDに変更し、目標は達成で
きた。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 求人募集はかけているが、連絡が途中で途絶えたり
面接まで進むことが多くないため、未達成

新規1名採用

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

主に九州圏内の公共施設、マンション等の建物調査診断・改修設計・監理を行い
建物の長期耐用を図ります。(人・地域・環境を大切にし、時代と共に住みよい暮らしを提案し
建物の100年耐用を実現します)

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

【働き方改革・エネルギー消費削減】
在宅ワーク、オンライン会議への移行促進する
為の環境を整備し、遠方への移動時間の削減と
移動時の車両エネルギーを削減する

【在宅ワーク実施率】
2022年度1%→2025年度5％
【オンライン会議実施率】
2022年2%→2025年10%

【若年者の県内雇用促進】
県内の高校、専門学校、大学へ求人募集を行い
若年者の県内就職を促す

経済

環境

事業者名 株式会社　調査診断センター

私達は、常にお客様の立場に立ち、法令順守・環境保護・情報保護をモットーに
確かな調査・診断に基づくLCC設計を実施し、社会資産の長期耐用化と
環境循環型企業を目指します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

【働き方改革・エネルギー消費削減】
オンライン会議への移行促進する為の環境を整備
し、遠方への移動時間の削減と移動時の車両エネ
ルギーを削減する

【ごみの分別とリサイクル】
徹底したごみの分別：紙、プラスチック、金属など
リサイクル可能な製品の利用：再生紙、詰め替え製
品の利用
使い捨て製品の削減：マイボトル、マイカップの利
用促進


